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情報通信研究機構(NICT)、三菱重工（株）、航空宇宙研究開発機構(JAXA)は、2007 年度末の打上げを目標として、

小型衛星 SmartSat の開発を進めている。この衛星を用いて、NICT で研究・開発している様々な装置の軌道上先行

実証実験を実施することを予定している。その中の 1つに「宇宙天気観測ミッション」がある。 

宇宙環境じょう乱の源は太陽にある。太陽からフレア爆発等に伴って放出されるコロナガス（CME）やフレア粒

子（プロトン現象）が地球に到来することで、地磁気嵐や電離圏嵐等の宇宙環境じょう乱現象が発生する。これら

の要因となる惑星間空間や太陽面の状況の監視には、地球から見て太陽の東側 60 度の L5 点（太陽－地球重力シス

テムの平衡点）からの観測が有効である。そのため、NICT では太陽面の活動領域の先行監視、高速太陽風やプロ

トン現象の先行監視、太陽から地球まで伝搬する CME 現象の観測を実施する宇宙天気観測ミッション（L5 ミッショ

ン）を計画している。現在、L5 ミッションの実現に向けて、太陽近傍から地球軌道まで CME を追跡・観測するこ

とができる広視野コロナイメージャー(WCI)の開発、及び高機能の機上処理を実現するためのミッションプロセッ

サ(MP)の開発を進めている。これらは L5 ミッションの重要コンポーネントであり、新規性の高いものである。こ

れらの重要コンポーネントの軌道上先行実証実験を小型衛星 SmartSat を用いて行う予定である。また、フレア粒

子や放射線帯粒子を観測することのできる SEDA を搭載し、WCI,MP と併せて、宇宙天気観測ミッションとして実際

に宇宙天気現象の観測や宇宙天気予報の実験も併せて行う予定である。 


